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ＤＸ（Digital Transformation）の本質は
自社の“事業の定義”を書き換えること！



ＤＸ(Digital Transformation)の本質
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ＤＸ(Digital Transformation)の本質は、

デジタル技術の活用により

自社の“事業の定義”を書き換えること

ＤＸ(Digital Transformation)Transformation

重要なのはこっちのほう



DX推進に必要なスキルセット
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Volatility

変動性
変化の質・大きさ・
スピードが予測不能

Uncertainly

不確実性
これから出現する問
題や物事が予測不能

Complexity

複雑性
数多くの要因が複雑
に絡み合う

Ambiguity

曖昧性
原因や関係性が不明瞭

データサイエンスが重視される背景(1/2)
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「静穏な過去に適用したドグマ（教義）は、
乱気流渦巻く将来には機能しない」

※Abraham Lincoln

経験・勘・度胸だけでなく、客観的なデータを
拠りどころとし、未来を予測することが重要

データサイエンスが重視される背景(2/2)
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アジェンダ

１.今、なぜＤＸなのか？

２.経営のMVP

３.気象データ活用はＤＸのフロントランナー

５.ＤＸの推進に向けて

6

６.さいごに

４.HALEX社の挑戦



第4次産業革命(Industry 4.0)
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……ドイツ政府が推進する製造業のデジタル化・コンピューター化
を目指すコンセプト

人間が機械を調整

第1次産業革命

「蒸気」という新しい
動力源の出現

18世紀半ばから19世紀半ば

第2次産業革命

「電気」と「石油」による
大量生産の実現

19世紀半ばから20世紀半ば

「コンピュータ」の出現による
自動化・大量処理の進展

第3次産業革命
20世紀半ばから現代

第4次産業革命

様々なモノがネットワーク
に繋がり(IoT)、

それを「AI」が制御する
時代の到来

21世紀

人間の代わりに
AIが機械を自動制御

(ロボット)

第4次産業革命(Industry 4.0)



IoT、ビッグデータ、AI、ロボット…概念整理
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第4次産業革命の核となる技術
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第4次産業革命の核となる技術

ビッグデータ
AIがその優れた性能を発揮するためには、IoT
で収集される膨大な「データ」の処理が生命線

AI（Artificial Intelligence）

IoTで集めたデータを分析し、データの
規則性を見つけたり、実際に機械の
制御をしたりする解析・制御の仕組み

人工知能

IoT（Internet of Things）

あらゆるモノがネットワークに繋がり、
リアルタイムで情報をやり取りする情
報収集の仕組み

モノのインターネット
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ビッグ
データ

AI
（人工知能）

IoT
（Internet Of 

Things）

知の集約
意思決定
支援

リアル世界に
影響

活版印刷 羅針盤 火薬

世界を変革する三大発明
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大企業の国際競争力は低下している
世界時価総額ランキング（平成元年）

https://media.startup-
db.com/research/marketcap-global
※トヨタ自動車43位（平成31年）

世界時価総額ランキング（平成31年）

21
30

0
30

“Software is eating the world” 
(Marc Andreessen,2011)

11

https://media.startup-db.com/research/marketcap-global
https://media.startup-db.com/research/marketcap-global
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スタートアップも十分育っていない

※「ユニコーン企業」は全世界で958社存在している。
（未上場のベンチャー企業のうち、10億ドル以上の市場価値がある企業）
※The Complete List Of Unicorn Companies – CB Insights（2021.12）

企業名
評価
額

($B)
業界 所在地

Preferred Networks $2 AI 東京都千代田区

SmartNews $2 メディア、通信 東京都渋谷区

SmartHR $1.60 フィンテック 東京都港区

Spiber $1.22 バイオ素材開発 山形県鶴岡市

Liquid $1 フィンテック 東京都千代田区

Playco $1 ゲーム 東京都港区

日本のユニコーン企業

アメリカ, 

50.8%

中国, 17.8%

インド, 5.5%

イギリス, 3.9%

ドイツ, 2.6%

イスラエル, 2.2%

フランス, 2.1%

カナダ, 1.7%

ブラジル, 

1.6%

シンガポー

ル, 1.1%
韓国, 1.1%

日本, 0.6%

その他, 9.0%

国別のユニコーン企業比率
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国際競争力の低下

IMD国際競争力ランキング（日本の順位）

※IMD World Competitiveness Rankingから作成

2021年は31位
（64か国中）
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• 2000年のe-Japan戦略以降、国をあげて様々な取り組みが行われてきたが、
デジタルの力が、企業等の国際競争力に結び付いていない

• コロナ禍において日本のデジタル活用能力が高くないことが暴露されてし
まった

「デジタル敗戦」

⚫ 「今世紀に入ってから、我が国の官民を通じたデジタル化の遅れは深刻」

⚫ 「コロナが浮き彫りにした日本のデジタル化の遅れは、他の全ての分野に
通じる本質的課題」

デジタル臨時行政調査会

「デジタル臨時行政調査会における論点（案）」(２０２１.１１.１６）

デジタル敗戦

14
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労働生産性は伸び悩んでいる

15※日本生産性本部資料から作成

労働生産性の推移（就業者一人当たり名目付加価値額、千円）
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地方に多いサービス業の生産性が低い

16

知識集約型サービス業は、付加
価値額が高く、都市部に多い

労働集約型サービス業は、付
加価値額が低く、地方に多い

業種別労働生産性（従業員一人当たりの付加価値額（百万円/人）

※平成24年経済センサス、平成22年国民経済計算より作成（デジタル庁資料より）
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市場の変化①

今ここ
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（万人） 日本の人口推移

社会が縮小する

※総務省「国税調査報告」等

平安時代 鎌倉時代 室町時代 江戸時代

享保の改革
(1716年～1745年)

第二次世界大戦
(1941年～1945年)

2004年にピーク
(1億2784万人)
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市場の変化②

18

2,843 万人 

6,047 万人 

376 万人 

164 万人 

1,142 万人 

6,213 万人 

1,701 万人 

2,227 万人 

0.4倍

4.5倍

13.6倍

1960年 2040年（推計）

※「令和5年高齢社会白書（全体版）」（内閣府）をもとに作成

日本は15年後、1960年と同程度の生産年齢人口で
14倍の75歳以上人口を支える社会になる
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市場の変化③

19

女性や高齢者の労働参加を含めても労働力は足りない

※経済産業省資料から作成
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市場の変化②

ロングテール化が進行。メガヒットはなく個々人の好みが分散

汎用品、標準品をコスパよく、高品質で提供するのが、日本のお家芸。
しかし、汎用品、標準品では満足してくれない顧客が増えている。

20
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今までの社会が目指していた方向

1 100
特定のモノを大量生産する

「効率性」重視（安く・高品質）

21
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従来のビジネスモデル

ビジネス

技術 ニーズ

大量生産技術
大量流通技術

生活水準向上
（安価・高品質）

効率向上重視・もの
づくり中心
（ITは業務を支援）

22
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人口増大から減少へ

供給者 ＞ 消費者

ビジネスの基本的な方向性が変わる

供給者 ＜ 消費者

23
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モノからコトへ

体験や経験価値がより重要に

技術主導

新技術とともに新市
場が立ち上がる

経済性主導

技術成熟度が高まると、
価格等の経済性主導へ

感性主導

社会の成熟度が高まる
と、主観的な満足度・心
地が重視

※Winograd(1995)による

24
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これからの社会が目指すべき方向

0 １
新しいモノ・コトを創り出す

「創造性」重視
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価値の源泉のシフト

これまでの社会 これからの社会

「どうやってつくるか」
“How to make”

「既存のモノの効率化」から「新しいコトの創造」へ
パラダイムが変わりはじめている

効 率

創 造
「何をつくるか」「なぜつくるか」
“What to make”“Why to make”

26

工業化社会がこれまで誇ってきた、効率化のためのノウハウ（やる
ことを分担し、まじめに正確に取り組む。日々品質向上を目指す）
の付加価値が減少してきている
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デジタル技術活用目的の拡大

省力化 付加価値化
目的

バックエンド業務

フロント業務

対象

従来のIT領域

新しいIT領域

ITで新しいデジタル
ビジネスを創造する

デジタル技術によって省力化だけでなく、新しい付加価値創出ができるように
なり、新しいビジネス（デジタルビジネス）が創られ始めている

27
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日本のデジタル活用の課題

• 日本におけるデジタル活用の主目的は、既存のビジネス
を効率化することにある

✓ 既存ビジネスのデジタル技術による置き換え

✓ 当初は省力化はできたが、今となっては限界に近い。これ以
上の効果は期待できない（雇用調整もできない）

✓ 「ITは必要ではあるがコストでしかない。安い方がいい」

日本のデジタル活用は

既存ビジネスの効率化が中心

28
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真のＤＸとは

• デジタルの力を、既存ビジネスの省力化ではなく、新し
いビジネス創造を通じて企業が新たな収益の柱を得るこ
とに向けるべき。そうすれば …

✓ デジタルを投資と見るようになる。リターンを得るために積
極的な投資を行うことが必然になる

✓ DXは、他人任せではなく、経営者が主体として行うべきこ
とになる

「デジタルで新しい収益を生み出す」

ことこそが真のDX

29
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アジェンダ

１.今、なぜＤＸなのか？

２.経営のMVP

３.気象データ活用はＤＸのフロントランナー

５.ＤＸの推進に向けて

30

６.さいごに

４.HALEX社の挑戦
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31

ＭＶＰとは

M ：Mission（ミッション）……使命
企業の存在意義や使命を普遍的な形で表した基本的価値観

組織の日々の活動や将来進むべき方向の道標となるもの

一般的には時代の流れを超えた長期的な視点で語られることが多い

：Vision（ビジョン）……目的V
ミッションで規定された存在意義に基づき、自分達は将来こうありたいという方向性を定義したもの

市場占有率や収益性、評判など、組織が追求する主たる特性

時代や環境の変化に応じて変えていくものである

：Passion（パッション）……情熱P
ビジョンの実現は経営者自らが先頭に立って推進しないとうまく進まない

運営と経営とは本質的に異なるもの

リーダー自らがいろいろと学び成長すること、これが組織を強くすることに結びつく

経営のＭＶＰ
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32

会社の経営は“戦い”である



経営とは営みの縦糸と書く

33

【質問】機織り機で綺麗な布を織るにはどうすればいいのでしょうか？

縦糸（経）横糸（緯）

機織り機

綺麗な模様を描くのは横糸です。

社員

縦糸は模様を描きません。

ただし、ピンッ！と張ってないと綺麗な
模様は描けません。

経営

横(緯)糸を通す器具、シャトル(shuttle) 。
杼（ひ）､あるいは梭（おさ）とも呼ばれる 

縦糸の間に横糸を通す動作のことを“運ぶ”と言う。

運営
運営と経営は決定的
に異なります



経営とは“変えること”そのもの

34

経営の本質は“事業の定義”を書き換えること
すなわち

変転する市場とお客様の要求を見定めて、会社を作り
変えること

お客様のニーズは、すなわち、お客様の抱えている「問題解決」

お客様の変化にちゃんと追従してこそ、お客様の「パートナー」



ハレックス社の“事業定義”の変遷

35

（創業:平成5年～平成15年） 気象情報コンテンツを顧客ニーズに合わせて再配信する会社

（平成15年～16年） 各種情報コンテンツを配信する情報提供の仕組み(ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ)を運営する会社

（平成17年～20年） 気象＋海象＋地象を扱う総合気象情報提供会社

（平成21年～22年） 安心・安全を提供する自然災害のエキスパート集団

（平成23年～） 気象情報を核とした真の課題解決型のソリューション提供企業

【民間気象情報会社として本来“あるべき姿”の追求】

越智2代目社長就任

越智社長専任

平成18年 地象分野予報認可取得
平成20年 海象分野予報認可取得
平成20年 気象分野予報認可取得

（特定利用者向け）
平成22年 気象予報認可全面取得

気象予報士大量採用（9名→100名超）

本業回帰宣言

メタモルフォーゼ（変身）
宣言

東日本大震災

平成24年3月気象業務法規制緩和

BtoC事業全面撤退⇒BtoB事業に特化

気象協会へのｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ事業開始

独自コア技術の構築（“ビッグデータ”の可視化・高速演算処理）

グローバル展開のスタート
（平成22年11月、中国・大連の企業と業務提携）

業務ノウハウ（情報活用技術）の商品化⇒クラウド提供（インフォメーション⇒インテリジェント）

独自コア技術を用いたオンリーワンのサービス提供

業績低迷⇒累積損失の山

業績少し回復するも不慣れな業界への新規参入のため社内迷走

CI



メタモルフォーゼ

メタモルフォーゼ（Metamorphose）
生物学でいう変態、変身の意。

DNAは変わらない
DNA = コアの部分 ＝ ミッション

成長することが大前提

成長の方向性が重要 ＝ ビジョン

変わるには大変なエネルギーが必要 ＝ パッション
36

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%89%E6%85%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%89%E8%BA%AB
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37

技術だけではその技術の持つ本当の効果は創出できない。産業革命においても効果創出
までに遅延（Delay）が起こっている

•ワットが蒸気機関
を発明（1712年）

•効果としてTFT（全
要素生産性）が２
倍になった

第１次産業革命

•グラムが発電機を
発明（1871年）

•効果としてTFTは５
倍になった

第２次産業革命

技術を導入するだけでは効果は生まれない
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技術を導入するだけでは効果は生まれない

38

•新しく業務をつくる

•新しく工員を育てる

• 効果を上げるためには、デジタル技術の導入だけでなく、それを活用する「しく
み」をつくり上げていく必要がある

• 「しくみ」の取得は容易ではないが、組織にとって差異化の源泉になり得る
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HALEX社のメタモルフォーゼ （中期経営計画×３）

39

第１章

2009年度～2011年度

第２章

2012年度～2015年度

最終章

2016年度～2018年度

商品・サービス
の開発

人の育成 組織の整備



ニーバーの祈り (Serenity Prayer)

40



基本的事業方針

41

当初の収支モデル

0

200
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1200

1400

H25 H26 H27 H28 H29 H30

高粗利型

既存型

粗利

目指す収支モデル

粗利率の高い
サービスの開発

得意分野の創出・強化

気象データの大量処理による実況・
予測の可視化技術（ＡＰＩ）

×

緊急地震速報等防災情報の配信方法
の多様性（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版他）

強い成長エンジンを
もった企業との連携

－販売費効率化－

基礎技術の品質・機能
向上（差別化）

課題 現在の収支モデルでは、売上が増加しても、
粗利率が低いため会社が安定しない
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ビジネス戦略

ブルー・オーシャン
（競合相手のいない未開拓領域）

レッド・オーシャン
（血で血を洗う競争の激しい既存領域）

ホワイト・オーシャン戦略
（他社に参入する隙間を与えない未知の領域）

徹底したSWOT分析

強固な参入障壁
（認可／技術等）

42
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強みーStrengthー 弱みーWeaknessー

機会ーOpportunityー

脅威ーThreatー

内部環境

外
部
環
境

自社の強み×チャンスとなる機会

積極的戦略

自社の弱み×脅威

専守防衛・撤退
自社の強み×脅威

差別化戦略

自社の弱み×チャンスとなる機会

段階的戦略

経営戦略策定フレーム：SWOT分析

潜在的ポテンシャル
を含む

経営戦略策定フレームワーク①：SWOT分析

43



今治市のポテンシャル ： 四国のマンチェスター
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1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

愛媛県 香川県 徳島県 高知県

四国の都市別製造業等出荷額（2021年）

今治市

西条市

新居浜市

四国中央市

松山市

その他

４．３４兆円

２．５８兆円

１．９４兆円

０．５１兆円

高松市

坂出市

丸亀市

三豊市

直島町

その他

徳島市

阿南市

鳴門市

その他

高知市

その他
造船、タオル、
石油化学、船用機器、
電機、食品産業

素材、半導体、
造船、飲料、
鉄鋼等 多種

住友グループ
住友金属鉱山
住友化学等

製紙

化学製品・化学繊維、
生産用機械、食品、、
汎用機械

単位：兆円
四国全体： ９．３７兆円
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ビジネスモデル
ビジネス戦略

Newビジネスモデル
Newビジネス戦略

ITシステム

IT戦略

New ITシステム

New IT戦略

変革

Transformation

社会要因

経済要因

マーケットを取り巻く
環境の変化

政治要因

技術要因

顧客ニーズ
の変化

しっかり
守りたい

もっと
儲けたい

無駄を
省きたい

自社の課題

既存システム改修

新規システム開発

DX：ビジネスモデル、ビジネス戦略の根本的変革
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KSF: 重要成功要因
(Key Success Factor）

経営戦略策定フレームワーク②：PEST分析
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Why to make

What to make

How to make

解決を要する課題を正しく把握する

サービスデザイン
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現場からの課題発見

多様な視点から解決策を探る

試作と評価を繰り返す

「デザイン思考」のプロセス

48
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KGI Key Goal Indicator 重要目標達成指標

KPI Key Performance Indicator 重要業績評価指標

KGIとKPIの因果関係
・KGIとKPIは相関しなければ意味がない
・KGIなくしてKPIは存在しえない
・KPIを達成してもKGIが達成できなければ意味がない

KGIやKPIを設定するメリット
・目標達成度が明確になる
・目標達成が難しい場合に早期に対策が打てる
・目標達成が未達でも、その要因を分析できるようになる

KGIやKPIを設定する際の注意点
・達成可能な少し高めの目標にする
・数値化した目標にする
・期限を設ける
・独りよがりにならないようにする

KGI(重要目標達成指標)とKPI(重要業績評価指標)
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お客様は最強の営業マン

お客様からの期待値

勝ちパターン

潜在的な課題

HALEX社HP 導入事例より

お客様の声から学ぶべき
ことは大きい

お客様満足度の向上

50
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アジェンダ

１.今、なぜＤＸなのか？

２.経営のMVP

３.気象データ活用はＤＸのフロントランナー

５.ＤＸの推進に向けて

51

６.さいごに

４.HALEX社の挑戦



気象データはIoT、AI、ビッグデータのフロントランナー①

52
気象情報はIoTそのもの



気象データはIoT、AI、ビッグデータのフロントランナー②

53
気象情報はIntelligenceの塊り（広義のAI）



気象データはIoT、AI、ビッグデータのフロントランナー③

54

気象庁が１日に収集・配信する気象データ量

1.6TB＝1,600GB ： ビッグデータ



自然（気象）の持つ二面性

55

日本人は自然と“調和”することにより繁栄を得てきた

自然に対する畏敬の念が重要！

定式化（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで予測的中）できる部分は直近の、極わずかに限られる

ほとんどは人間（気象の専門家）の叡智（インテリジェンス）との戦い

リスク
いかに回避/軽減するか

（防災・危機管理・事業継続）

プロフィット
いかに増やすか

（農業・漁業等の第一次産業、

再生可能エネルギー、天候デリバティブ）

代えがたい

豊かな

“恵み”

圧倒的な

破壊力を持つ

“脅威”

風土 ＝世の中の最底辺のインフラは地形と気象



気象データの活用ニーズと予測レンジの関係イメージ

56

１時間
１日

（24時間）

３日間
（72時間） １週間 １ヶ月 ３ヶ月 １年

気象予報の予測レンジ

リスク

プロフィット

気
象
デ
ー
タ
の
主
な
活
用
ニ
ー
ズ

ナウキャスト

短期予報

週間予報
１ヶ月予報

季節（３ヶ月）予報

暖・寒候期予報

リードタイム



気象情報ビジネスのマーケット

57

風土 ＝ 世の中の最底辺のインフラは地形と気象

あらゆる業務システム＆制御システムに気象データが
変数として使われる時代が近い将来やって来る



ＩＣＴの進化と求められる気象情報サービス①

58非公開 一般報 特定報

個 人国・組織

（必要とする層）

（在るべき気象情報）

＞＞＞ ＞＞＞＞＞＞＞＞

個別ニーズ

＊ピンポイント情報

＞＞＞ ＞＞＞＞ ＞＞

＊観測・天気図

機密情報 あまねく同じ

1970年代
電子メールがアメリカで
使われだす。

1990年代
PCが一般家庭に普及。
ネットが利用広がる。

2000年代
携帯電話などで、どこでも
ネットが使えるようになる。

電信・電話 ＞＞

日本ではラジオで
終戦が伝えられた

1985
NTT発足,パソコンが登場

東京オリンピック
テレビのカラー化

1987
携帯・自動車電話サービス開始

2000
NＨＫがニュースのネット配信開始

＊気象庁の天気予報
（予報区単位）

気象事業民間開放1993 2007

ICT

気象

AppleがiPhoneを発売
Googleが携帯用OS「Android」を発表

Google Chromeのβ版公開(2008年)

FacebookやTwitter等のSNS躍進
オープンソースの潮流広がる

ASP、SaaS型のソフト流通が拡大
→クラウド・コンピューティング

Hadoopの最初の実用版発表

IBMがWatsonの開発に着手

土壌雨量指数、流域雨量指数の格子データ提供開始(2009年)

数値予報GSM全球大気モデルが20km分解能に（2007年）

緊急地震速報提供本格開始(2007年)

気象庁スーパーコンピュータ更新(2006年)

気象観測衛星ひまわり7号打ち上げ成功(2006年)

降水ナウキャスト提供開始(2004年)

メソ数値予報モデル(MSM)が5km分解能に(2006年)

20232017

1993年から30年

WXBC発足

生成型AI出現

2007年から16年

気象情報ビジネスは大きな転換の時期！



ＩＣＴの進化と求められる気象情報サービス②

59

気象 情報

オープンデータ

ビッグデータ

ＩｏＴ（ﾓﾉのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）

クラウド・コンピューティング

インテリジェンス

アナリティクス

ＡＩ（人工知能）

ソリューション

工学
ムーアの法則

情報利用推進の鍵

理学



気象ビジネス推進コンソーシアム

60

気象ビジネス推進コンソーシアム発足（2017.3.7）

現在1,400社以上が会員登録！

発足時（発起人：5有識者、49企業＆団体）

多様な気象データを高度利用し、産業活動の創出・活性化を目指す産学官の連携組織



民間気象会社の役割

一般向け
予報 一次加工

元データ

体裁を整える等
微加工

二次加工

スーパーコンピュータ
（数値予報モデル）

気象庁 民間気象会社

TV
ラジオ
HP

広くあまねく仕様
出来合の情報

無料で公開

情
報

情
報

‘

提供するのはあくまでも『情報』
またその内容は気象庁発表のものと全く同じ

気象庁

地上(アメダス)観測ﾃﾞｰﾀ

衛星観測ﾃﾞｰﾀ

主として

BtoC

『特定利用者向け(あなたのため)の気象情報提供』
→気象庁ができないことを民間で！

予報認可を持つ気象情報会社だから担うことので
きる一番の役割がここにあります。新しい市場価値の創出

様々な業種の

お客様
個々のニーズ
にあった情報を配信

ご要望に
合わせて加工

有料で提供特定利用者向け
予報

様々な業種の

お客様

ご要望に
合わせて加工

有料で提供

S
素材
ﾃﾞｰﾀ

民間気象会社
(ハレックス)

一次加工

素材ﾒﾀﾃﾞｰﾀ・ﾒｯｼｭ
画像ﾃﾞｰﾀ等生成

ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀ、地図会社、
測量会社、IT企業、情報
提供会社等

カスタマイズの方法は
エリア/時間軸/メッシュなど様々

提供するのは『ソリューション』
お客様の課題を解決する効果を提供します！

BtoB
BtoG

特定利用者
向け予報 気象以外の

各種情報
API提供

個々のニーズ
にあった情報を配信

お客様

BtoB
BtoG

オープンデータ
ビッグデータ

61



Information提供からIntelligence提供へ①

Halex社HPより

情報の活用ノウハウ ＝ インテリジェンス ⊃ 業務ノウハウ
アナリティクス

ICT
Information
Communication
Technology

= ×
Intelligence
Collaboration
Technology

昇華
新しい価値
の創造

62



Information提供からIntelligence提供へ②

気象ビジネスの
立ち位置

業務システム

無駄を
省きたい

しっかり
守りたい

もっと
儲けたい

機能

性能
効能情報

業務ノウハウ

アナリティクス

× ＝

価値
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Information提供からIntelligence提供へ③

64

DX（Digital Transformation）の本質
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀを活用した“予測可能”な経営ﾓﾃﾞﾙの実現

ビジネスモデル、ビジネス戦略の根本的変革
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アジェンダ

１.今、なぜＤＸなのか？

２.経営のMVP

３.気象データ活用はＤＸのフロントランナー

５.ＤＸの推進に向けて

65

６.さいごに

４.HALEX社の挑戦



おかえりモネ

66

【経営資源】
ヒト・モノ・カネ 時間



オリジナル気象サービス 「HalexDream!」

気象情報の新しい市場価値創出
のためのコア技術

67



オリジナル気象サービス 「HalexDream!」の画面例
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地上気象

海上気象

高層気象

レーダー

気象衛星

予報官による

気象監視・分析、

天気予報・警報等

の作成・発表

観測
予報

気象庁

品質管理

客観解析

解析

数値予報

予測

数値予報

格子化処理

ナウキャスト

移動予測

ハレックス

データセンタ

天気予報データ・

警報注意報データ数値予報データナウキャストデータ実況観測データ

画像化処理

格子点値

画像作成

統計処理

応用

FAX

GPV

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

観測データの収集から天気予報の作成・発表まで

69



現場気象予報士のIntelligence

数値予報
物理学の方程式に基づき、現在までの観測を
基にして計算される将来の大気や海洋の状態

ＧＳＭ：格子間隔20kmメッシュ 1日4回
ＭＳＭ：格子間隔５kmメッシュ  1日8回
ＬＦＭ：格子間隔2kmメッシュ 1日24回

予報ガイダンス
卓越天気・降水量・降水確率・最高気温・最低気温・
大雨確率等

実況データ
地域気象観測報 (アメダス）

気温、降水量、風向風速、日照時間等
全国約1,300か所（約17km間隔） 10分毎

レーダー・ナウキャスト(降水・雷・竜巻)
高解像度降水ナウキャスト(250mﾒｯｼｭ) 5分毎

気象予報

Intelligence
気象データの活用ノウハウ

三
種
の
神
器
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ハレックス社 『HalexDream!』の概念図
気象庁数値予報データＧＰＶ

予報ガイダンスデータ

気象実況値

（アメダス/レーダーナウキャスト）

初期値・境界値作成

簡易予測メッシュ作成
局地モデル計算

微細格子点予測値計算

可視化

各種業務システムへの組込み

メディア向け予報応用予報地点予報特定予報

ハレックス社
『HalexDream!』 1kmﾒｯｼｭ格子への“面”展開

標高補正処理

①“地域特性”の反映

実測補正処理

実況情報の活用

②情報“鮮度”の確保

ＡＰＩ提供

③ﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ“容易性”の確保

特許第6164872号

オープンデータ

ビッグデータ

ＩｏＴ インテリジェンス

の組み込み

広義のＡＩ

クラウド
アナリティクス
モデル化の補助

ソリューション提供

気象予報士の

活躍の場の拡大

71

ビジネスモデル特許



「ビッグデータの可視化」から「状態の可視化」へ①

従来：紙媒体を基本とした表現方法

（静的表現方法）
これから：ＩＴの特徴を活かした表現方法

（動的表現方法）

低気圧

低気圧

2016.06.17 15時

矢羽根同士が重なって、情報が読取れません。
これでもかなり間引いた表現です。

72



「ビッグデータの可視化」から「状態の可視化」へ②

2015.08.07 午前9時 800hPa面（高度約1,500m付近）での風の流れ

三国山脈を越えて上州（群馬県）に大量の大気が流れ込んできています。
フェーン現象を起こすきっかけになるかも

三国山脈を越えてきた大気は埼玉県・東京都の上空を経て、
神奈川県、静岡県の方向に流れていきます

風は谷筋を通ります

高い独立峰の富士山のあたりでは
風の流れは二手に分かれます
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「ビッグデータの可視化」から「状態の可視化」へ③

答えは風の中にある

地表面付近の風の流れ／海面更正気圧

2016年6月21日09時00分

低気圧

低気圧

高気圧

前線

前線

低気圧

Blowin' in The Wind (風に吹かれて）♬
by Bob Dylan
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「ビッグデータの可視化」から「状態の可視化」へ④

気象断面図

富士山

地図上にマウスで引いた直線上の大気の状態を表示します

雲と想定される断面

75



過去の気象データの活用

の気象データ過 去

お客様が求めるものは過去データを紐解くことで導かれる

予測データをより的確に活かすため過去から学びたい…

『自分達の法則』

将来を見据え
予め出来ること･対策を考える

お客様の目的・ご要望の実現

の状態を紐解きこの の状態を知る先過 去

防ぐ ・ 備える 恵みを増やす・

経験や勘の見える化（論理化・ロジック化） ⇒ AIの教師データ取得

76



航路ルーティングサービス（Ｖoyage Ｍanagement Ｓervice)

船舶会社＝VMS-M，VMS-L

配下船舶の管理

⚫運航計画（気象海象シミュレーション）【VMS-L】

⚫船舶位置・燃料情報確認【VMS-M，VMS-L】

⚫スケジュール管理【VMS-M】

⚫気象海象情報・荒天アラート【VMS-M，VMS-L】

船舶＝VMS-Navi

自船の管理

⚫航路策定（気象海象シミュレーション）

⚫自船位置・燃料情報入力・送信

⚫到着予想時刻確認

⚫気象海象情報・荒天アラート

クラウドサービスだからこそ、
陸上と船舶が、リアルタイムに
同一の情報を参照できる！！

海陸
連携

航海計画，気象確認管理，運航支援

連携

連携

連携

連携

気象データを“ソリューション”に変換しての提供

安心・安全で、かつ経済的な航路のレコメンドサービス
77



「HalexDream!」 及び過去データ提供サービス導入事例

●曜日・天気・イベント等から、来店客数を高精度に
予測します。

●日別・時間帯別に、最新の来店客数予測データを
提供します。

●レジ稼働計画では、時間帯別の必要レジ台数の
計算に利用できます。

●レイバー計画では、客数に連動する作業量の計算
に利用できます。

統計分析手法を駆使した来店客数の予測機能
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ＡＩ（人工知能）との連動事例

TNQL(テンキュール) 
〜天気を味方につけて、毎日をもっと楽しくする新お天気サービス〜

■主な機能
・コーディネートマッチング
・コーディネートレコメンド

・コーデログ機能
・SNS連携機能

Weather × Fashion
気象データを活用したファッションテックサービス

Weather Fashion Data

天気は変わる。私のおしゃれは変わらない。

株式会社ルグラン 様

AI Deep Learning

（深層学習）

人工知能
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ＡＩ（人工知能）との連動事例

AI Deep Learning

（深層学習）

気象ビッグデータを分析し、その日の気温・天気・降水量・
風速・湿度・気温差・体感温度などから、ユーザーに最適な
コーディネートを提案するアルゴリズムを独自に構築。
さらに、ＡＩを用いて、天気や気温の変化に合わせて、それ
ぞれのユーザー毎にその日に最適なコーディネートを毎朝レ
コメンド（推奨）します。

TNQL(テンキュール)の機能
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観光分野への活用事例

山梨県 様
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鉄道事業者様向け防災気象サービス 「防災さきもり® Railways」①

降水短時間予報や降水ナウキャスト情報か

ら1kmメッシュで降水量情報を取り出すこと

で、路線全域の雨の自動監視と危険の見え

る化を行い、雨量計の死角を防ぐとともに見

落としの防止を実現

京浜急行電鉄様の事例（降水量情報の活用）

82



気象庁の土壌雨量指数を活用し、土

砂災害の危険度を6時間先まで可視化

することで、鉄道の保線業務を支援

京浜急行電鉄様の事例（土砂災害警戒情報の活用）

鉄道事業者様向け防災気象サービス 「防災さきもり® Railways」②

83



農業 ✕ IT ✕ 気象情報の取り組み②

全国の降水予測を1kmメッシュで確認 最大10ヶ所のMy圃場登録が可能

JA全農様「ｱﾋﾟﾈｽ/ｱｸﾞﾘｲﾝﾌｫ」と連携

圃場(ほじょう)レベルのピンポイント性の確保
84



人工知能による完全無人作業が可能に

人工知能（AI）が、天候や生育状況などのデータから、適切な農作業を判断し、適時に実行
に移していきます。人が運転することのない、完全無人の超省力化を実現します。

農作業時にトラクタが獲得した、農地の環境データなどを、他の作業を担う機械にも自動で
共有し、一貫管理された効率性の高い農作業を実現します。

株式会社クボタ 様

2020年1月15日
ニュースリリースより

【参考】 クボタ コンセプトトラクタ「X tractor」
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メタモルフォーゼの成果①

86



メタモルフォーゼの成果②
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メタモルフォーゼの成果③

88



IoT・AI・クラウドアワード2018 総務大臣賞受賞

『HalexDream!』
ASPIC  IoT・AI・クラウドアワード2018

総務大臣賞 / ASP・SaaS部門総合グランプリダブル受賞！！
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アジェンダ

１.今、なぜＤＸなのか？

２.経営のMVP

３.気象データ活用はＤＸのフロントランナー

５.ＤＸの推進に向けて

90

６.さいごに

４.HALEX社の挑戦



DX推進の基本ステップ

ディジタル化
基盤(インフラ)整備

第１ステップ

業務の見える化

モデル化・構造化

第２ステップ

業務改善
経営革新

第３ステップ

この部分が基本

知の集積と活用
自動監視

リスク管理 等

ＢＡ(Business Analytics）
データを活用して将来予測を行い、
自社のビジネスを分析する技法

91
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気象データの活用による農業DXの推進事例①
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気象データの活用による農業DXの推進事例②
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経験

勘

従来の３Ｋ

計画

計測

改善

＋

＋

これからの３Ｋ

観察

＋

＋

観天望気
【夕焼けに鎌を研げ】

【稲光は豊年の兆し】

【日照りに不作なし】

【ナスの豊作はイネの豊作】

【夏の東風は凶作】

等々

指標植物

デジタルデータ
の活用

【気象データ】

【生育データ】

【収穫量データ】

【市況データ】

等々匠の技の継承

気象データの活用による農業DXの推進事例③
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中堅・中小企業の現在地①

95

※中小企業基盤整備機構「中小企業のDX推進に関する調査 アンケート報告書」（2023年）

DXに対する理解度DXに対する必要性

DXは必要だが十分理解していない
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中堅・中小企業の現在地②

96※中小企業基盤整備機構「中小企業のDX推進に関する調査 アンケート報告書」（2023年）

DXに期待する成果・効果

効率化やコスト削減を期待している
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中堅・中小企業の現在地③

97※中小企業基盤整備機構「中小企業のDX推進に関する調査 アンケート報告書」（2023年）

DXに取り組むにあたっての課題

人とお金が足らない/何から始めてよいかわからない
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DX推進の課題①

98

DXの取組状況

紙や電話のような口頭による業
務が中心でデジタル化は未着手

デジタルツール（メール等）を
利用した業務環境に移行

デジタル環境を前提とした業務
効率化やデータ利活用による業
務改善が行われている

ビジネスモデル変革、競争力強
化を進めている状態

多くの企業は業務変革まで届いていない

※中小企業庁「中小企業白書2023 年版」、野村総合研究所 「地域における中小企業のデジタル化及び社会課題解決に向けた取組等に関する調査」
※解説については「DX支援ガイダンス」を元に作成
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DX推進の課題②

99

労働生産性の変化 売上高の変化
業務変革に至ると大きな効果が生まれる

※ LP ＝労働生産性の変化を表す。
労働生産性 =（営業利益＋人件費＋減価償却費＋賃借料＋租税公課）/ 従業員数

    労働生産性の変化及び売上高の変化率はそれぞれ中央値を集計。
※東京商⼯リサーチ「令和3 年度中小企業の経営戦略及びデジタル化の動向に関する調査に係る委託事業 報告書」（ 2022 年 3 月）
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DX推進の課題③

100

• 標準化・統一化を目指す

✓ レアケースはできるだけ作らない

• 集中化させてしまう

• 簡素化・廃止してしまう

✓ なくても支障のない会議／過剰なチェック・管理作業

• 権限の委譲を行う

✓ 可能な限り現場で対応できるようにする

• 社外へ出せる仕事はアウトソーシングしてしまう

• 社外との調整稼働を合理化する

業務変革はとても重要
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DX推進の課題④

101

• そもそも業務定義・職務定義が不明確で、業務の詳細が可視化されていない

✓ 仕事の内容が属人化

• 変更することで生まれる新しいリスクへが怖い

✓ 「何かあったら誰が責任を取るのか」

• 法制度やルール上、業務を変えられない

✓ 押印・紙文書保存等 … 法制度上のアナログ規制の多くは見直されつつある

• 本音では誰もが「できるだけ現行業務を変えたくない」（過去の成功体験か
ら発生する組織の慣性力）

✓ 今の仕事へのプライド／今の仕事を熟知していることへのアドバンテージ

慣れ親しんだ業務のやり方を捨て去る「勇気」が必要

業務変革がなぜ難しいのか
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課題解決に向けて

102

※東京商⼯リサーチ「2023年「DXに関するアンケート」調査」（2023年）

活用する支援機関の内訳中小企業における支援機関の活用状況

DX推進に向けて支援機関を活用しよう

DX推進は自社の力で実行していくことが基本。し
かし、スキル不足・リソース不足を補うために、外
部の支援機関に頼ることは悪いことではない

DX推進は、ワンショットでなく中期的な活動。長く
付き合える「近くの専門家」を選択すべき

「変革」を起こすためのアドバイスを、自社の常識
に縛られない第三者からもらうことはかなり有効
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アジェンダ

１.今、なぜＤＸなのか？

２.経営のMVP

３.気象データ活用はＤＸのフロントランナー

５.ＤＸの推進に向けて

103

６.さいごに

４.HALEX社の挑戦
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変革・改革を阻害する５大疾病

（１）過去の成功体験からくる「驕り」

（２）市場動向・顧客ニーズの変化に対する「鈍感さ」

（３）自社（自己）中心的な「供給者発想」

（４）過去の経験や常識に縛られた「思考停止」

（５）軋轢(あつれき)を避けた中途半端な「妥協主義」

DXの推進は、実はこの5大疾病との終わりなき闘い！
104
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ご清聴、ありがとうございました

https://edsa.jp/

https://www.wxbc.jp/←入会はこちら 105
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